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この結果が、剥離によって近位部の腿膜と遠位部の pretarsal fascia に断裂された人工産物であるとの批判がある
かもしれない。しかし、腿膜後腔は、従来の見解でその存在が認められており、私たちも、それを明瞭に確認でき、






この研究のもうひとつの重要な所見は、験板前面に pretarasl fascia を認めたということである。この膜の存在の
報告はほとんどなく、定説としては挙筋健膜が直接験板に接触しているとされてきたが、今回の研究で、験板を直接
覆っている組織は挙筋腿膜ではなく、 pretarsal fascia であるという事がわかった。
生理学的には、組織学的検討から挙筋腿膜の付着部は弾性組織であることが示唆された。これは、上眼険の開険に
おける二重弾性支持システムを示唆している。つまり、眼険挙筋の上限険を支える力は、浅層では挙筋腿膜から弾性
線維を介してまず験板前眼輪筋層に伝わり、眼輪筋層を介して険板下縁に伝わる。深層ではミューラ一筋を介して験
板上縁へ伝わる。そして、ミューラ一筋はその長さと弾性を変化させることにより、眼険の瞬目や開険の状態を制御
することができる。この仮説により、ホルネル症候群による眼験下垂や、ミューラ一筋の瞬目への影響などが矛盾無
く説明できるようになる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、東洋人における挙筋腿膜とミューラ一筋の眼目愈への付着形態を、解剖学的に検討したものである。この
研究により、挙筋腿膜は、遠位側で臆膜様構造を失い、弾性線維を含む疎性結合組織を介して険板前部の眼輪筋層に
終止していることが明らかとなった。さらに、険板前面には挙筋臆膜とは異なる被膜組織が存在するという新たな事
実も判明した。この研究で明らかとなった眼険の構造は、現実の眼験の運動をより矛盾なく説明できるという点で論
理的な整合性を認める。この結果は、東洋人に限定されたものではあるが、眼険解剖の定説を変える重要な新知見で
あり、学位授与に値すると考えられる。
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